
R6度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

国語

漢字練習の工夫により、自分に合った学習法を見付け
結果につなげた児童が増えた。一方で、作文指導は知
識のインプットよりも、実際に書く機会をより多く設
ける実践的なアプローチが必要であるという課題が明
らかになった。

漢字の正確な使用や、主語・述語といった文の基本構
造の理解に課題が見られる。また、経験や語彙の不足
から、自分の考えを正確に伝えたり、相手の気持ちを
想像したりすることも課題である。

漢字学習への意欲を高める声掛けを行う。作文指導で
は、文章の構成例を示し、ポイントを得点化すること
で自己評価を促す。さらに、様々な言葉への言い換え
活動を多く取り入れ、語彙力の向上を目指す。

算数

既習事項の復習を宿題で行う方法は、一部の児童には
不向きであった。基礎基本の定着が不十分な児童に
は、授業内で復習の機会を設ける必要がある。視覚的
な教材は、苦手意識のある児童の学習のきっかけとし
て効果的であった。

計算チャレンジにより基礎計算力は定着し、学習の有
用性も理解している。しかし、自分の考えを記述する
問題が苦手で、思考力や表現力が不足している。ま
た、新しい問題や難問への挑戦意欲が低い児童もい
る。

自分の考えを文章や図で説明する機会を設ける。毎時
間「分かったこと」などを振り返り、メタ認知を促
す。身近な生活場面と関連付けた問題を取り上げ、学
習の楽しさや有用性を実感させ、意欲を高める。

社会

教員による見本や、上手な児童の作品を提示すること
で見通しをもたせ、意欲的な学習につながった。しか
し、児童が自ら課題を見つけることには困難が見られ
るため、今後はより丁寧な事前指導を行っていく必要
がある。

見通しや課題意識をもって学習に取り組むことに難し
さがある。調べ学習など学習意欲は高いものの、それ
を継続させて根気強く取り組むことが苦手な児童もい
る。

学習のゴールイメージをワークシートなどで視覚的に
明確にし、見通しをもたせる。児童の意欲が維持され
るよう、提示する資料や学習の「問い」を工夫し、探
究心を刺激する授業を展開していく。

理科

授業の流れと実験の目的を明確にしたことで、児童は
学習の見通しを持ち、意欲的に取り組むことができ
た。これにより、既に答えを知っている児童の意欲を
削ぐことなく、探究的な学習を進めることが可能に
なった。

実験には非常に意欲的で、理科の基礎的な知識も定着
しつつある。しかし、実験結果を比較・関連付けて読
み解き、それに基づいて考察したり推論したりする力
には課題が見られる。

実験結果の記録方法や、めあてに基づいた考察の仕方
を丁寧に指導する。生活体験との結び付きを意識さ
せ、予想や考察をしやすくする。また、友達との意見
交流の時間を設け、考えを広げ深める機会をつくる。

音楽

曲想を捉える学習では、提示された語群から自分の感
覚に近いものを選び表現することができた。一方で、
リコーダーの学習ルールを定着させることには課題が
残り、これは次年度の改善点とする。

歌唱や器楽には前向きに取り組めるが、音楽を形づく
る要素を基に表現を工夫することは難しい。鑑賞力は
向上しているが、リコーダーの基本的な奏法や運指が
身に付いていないことが課題である。

知覚と感受を行き来する活動や、「なぜそう感じた
か」を問う追加の発問を意識する。リコーダーは毎時
間タンギングや運指の確認を行い、児童同士で聴き合
う時間を設けることで、技能と正しい音色の理解を促
す。

家庭科

図画工作

参考作品の模倣は可能だが、テーマや材料の特性に応
じた独自の発想をすることに課題がある。今後は、児
童の発想を豊かにするための例示教材の充実を図り、
改善を目指す必要がある。

多くの児童は意欲的だが、一部全く取り組めない児童
もいる。参考作品を模倣することはできても、テーマ
や用具の特性に合わせた発想力に課題がある。また、
新しい道具の扱いに個別支援が必要な児童もいる。

初めて扱う材料や用具に慣れるため、試作や練習の機
会を増やす。学級内でアイデアを共有する機会を設
け、発想力を養う。安全指導を徹底し、多様な参考作
品を準備することで、安心して意欲的に取り組める環
境をつくる。

生活

体育

ゲーム型の授業は、体を動かしながら作戦やルールを
学ぶスタイルが児童の発達段階に合っており、有効で
あった。今後は、勝ち負けだけでなく、チームとして
協力するなどの価値を見いだせるような指導の充実が
必要である。

運動を楽しむことに重きを置いているが、これまでの
運動経験の不足から、適切な知識や技能が定着してい
ない面がある。また、友達と関わりながら運動した
り、互いの良さを見付けたりすることが難しい状況で
ある。

学習の振り返りの時間を確保し、次回の学びにつなげ
る。ICT機器を活用して技能のポイントを視覚的に伝
え、グループでの活動を意欲的に設定することで、協
調性や互いを認め合う態度を育んでいく。

外国語活動

英語への苦手意識をもたせることなく、楽しみながら
学習を進めることができた。また、簡単な英語の絵本
作りなどを通して、児童が英語表現を工夫する機会を
つくることができた。

単語練習やゲームには楽しく取り組めるが、分からな
い表現に出会った際に粘り強く理解しようとする態度
に課題がある。また、英語が得意な児童が中心となり
やすく、他の児童との学習意欲の差が課題である。

ボディランゲージや絵カードなどを活用し、言葉以外
の手がかりから内容を推測する力を養う。ALTと連携
し、児童の実態に合った学習内容に精選する。教え合
いの時間を設けるなど、習熟度の異なる児童が共に学
べる活動を工夫する。

道徳

児童が自分事として考えを深めるためには、教材に加
えてより身近な事例を追加する工夫が必要だと感じ
た。また、友達の意見を聞いて自分の考えを広げる対
話的な活動を、さらに多く設定していく必要がある。

友達の意見に共感的に耳を傾けることはできる。しか
し、教材の話を自分自身の生き方と結び付けて深く考
えることが難しい児童もおり、道徳的な価値観を内面
化することに課題が見られる。

道徳の時間で学んだことを、他教科や学校生活の中で
実践する機会を設け、道徳的実践力を養う。グループ
での話し合いの時間を設定し、多様な考えに触れるこ
とを通して、自分の考えを深められるように支援す
る。
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